
本会議で検討すべき論点等

＜本会議で検討すべき論点＞

１．今般の事態の検証とチェック機能の強化

・ 今般の事態の検証
※ 第三者（弁護士）も参画し、今般の事態について検証を行う。
・ 再発防止のための対策

２．法定雇用率の速やかな達成に向けた計画的な取組

・ 障害者採用計画の策定及び進捗管理
・ 採用計画を着実に進捗させるための支援策の策定

３．国・地方公共団体における障害者の活躍の場の拡大

・ 障害者が活躍する場の拡大 （障害者が活躍しやすい職場作りの推進）
・ 障害者がいきいきと働きやすい職場環境の整備

４．公務員の任用面での対応の検討

＜本会議の今後のスケジュール＞
・ 10月中を目途に２～３回開催し、方向性をとりまとめ。

資料３ 「第１回公務部門における障害者雇用に関する
関係府省連絡会議（８月28日開催） 資料２」


